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第１章 点検評価結果の概要 
１ 趣旨説明 

山県市教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に

基づき、平成２９年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検評価を行い、その結果に関する報告を行うものです。 

 なお、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定されている教育委員会の職

務権限は下記のとおりです。 

【参考】 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号) 抜粋」 

(教育委員会の職務権限) 

第21条  教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げるも 

のを管理し、及び執行する。 

（1） 教育委員会の所管に属する第30条に規定する学校その他の教育機関(以下「学校 

その他の教育機関」という。)の設置、管理及び廃止に関すること。 

（2） 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の用に供する財産(以下「教育 

財産」という。)の管理に関すること。 

 （3） 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ 

の他の人事に関すること。 

 （4） 学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学及び退学に 

関すること。 

 （5） 教育委員会の所管に属する学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び 

職業指導に関すること。 

（6） 教科書その他の教材の取扱いに関すること。 

（7） 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。 

（8） 校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。 

（9） 校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、安全、厚生 

及び福利に関すること。 

（10） 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の環境衛生に関すること。 

（11） 学校給食に関すること。 

（12） 青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

（13） スポーツに関すること。 

（14） 文化財の保護に関すること。 

（15） ユネスコ活動に関すること。 

（16） 教育に関する法人に関すること。 

（17） 教育に係る調査及び基幹統計その他の統計に関すること。 

（18） 所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。 

（19） 前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育に関する 
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事務に関すること。 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第1項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第4項の規定により事務局職員等

に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検評価の実施について 

教育委員会は、「山県市教育委員会点検評価実施要綱」に基づき、平成２９年度の教育

委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を実施しました。 

（１）教育委員会の活動状況等 

教育委員会会議の実施状況、調査活動の実施等について 

（２）事務の管理及び執行の状況 

「山県市の教育基本方針」に示す施策の執行状況及びその成果について 

＜目標について＞ 

目標について、「・」は「維持向上型事業」に関する目標、「◎」については「積上 

型事業」に関する目標としました。 

  ※「維持向上型事業」とは、５年間を通し、同じ目標として向上を目指す事業。 

  ※ 「積上型事業」とは、計画的に毎年度目標を設定し、重点目標の達成を目指す事業。 

＜評価について＞ 

上記項目について、次の４区分により、その達成度の評価を行いました。 

評  定 内      容 

Ａ 順調に達成しているもの 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの 

Ｄ 順調でないもの 

なお、地教行法第２６条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者の知 

見の活用」については、「山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱」に基づき、評価委

員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 
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３ 点検評価結果について 

（１）点検評価結果全体の概要 

◇教育委員会の活動状況 

①教育委員会会議の状況 ・・・・・・・  順調に達成している （Ａ） 

②調査活動の状況 ・・・・・・・・・・  順調に達成している （Ａ） 

 

  ◇事務事業の執行状況（全５１項目について評価） 

Ａ 順調に達成しているもの ４７／５１項目（９２％） 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの  ２／５１項目（ ４％） 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの  ０／５１項目（ ０％） 

Ｄ 順調でないもの  ２／５１項目（ ４％） 
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（２）分野ごとの点検評価結果 

 平成２９年度の重点施策別の点検評価結果は、下記のようになりました。 

重点目標１ （全 13 項） Ａ 順調に達成しているもの １３ 項目 

「学ぶ意味や喜びを 

味わえる学習づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ０ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標２ （全９項目） Ａ 順調に達成しているもの ９ 項目 

「児童生徒のよさを 

生み出す環境づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ０ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標３ （全８項目） Ａ 順調に達成しているもの ８ 項目 

「信頼に満ちた 

安心･安全な学校づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ０ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標４ （全 12 項） Ａ 順調に達成しているもの １１ 項目 

「「学び」と「活用」の 

サイクルの確立」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標５ （全 7項） Ａ 順調に達成しているもの ５ 項目 

「ゆとりとうるおいを 

実感できる文化芸術活

動」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ０ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ２ 項目 

重点目標６ （全２項） Ａ 順調に達成しているもの １ 項目 

「人間尊重の精神に 

あふれた人づくりの推

進」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 
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（３）事業ごとの評価一覧表 

 「山県市教育振興計画」に示された「重点施策」「主要施策」「主要事業」に伴い、平成

２９年度の「実施事業」の評価を行いました。「実施事業」の評価は、以下のとおりです。 

重点目標１】学ぶ意味や喜びを味わえる学習づくり 

主要施策１ 学習指導方法の工夫改善の推進 評価 

(１)『分かる授業・心にひびく教育』推進事業 Ａ 

(２) 個別指導及び問題解決学習等授業改善事業 Ａ 

(３) 学校管理訪問事業 
(４) 教職員の各種人事交流による学校活性化事業 

Ａ 

Ａ 

主要施策２ ふるさとの伝統や地域性を活かした特色ある教育活動の充実 評価 

(１) 学校提案型教育活動推進事業 Ａ 

(２) ふるさと大好き、わくわく体験事業 
(３) 地域とともにある学校の推進事業 
(４) 学校コラボレーター事業 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

主要施策３ 学校間連携事業の充実 評価 

(１) 体力つくり・スポーツ振興事業 Ａ 

(２) 芸術・文化教育推進事業 Ａ 

主要施策４ 教育センター機能の充実と改革 評価 

(１) 力のある教師や支援員等を育てる教職員研修推進事業 Ａ 

(２) 教育センター機能充実事業 
(３) 教育相談事業の充実事業（適応指導教室コスモス） 

Ａ 

Ａ 

 

 

【重点目標２】児童生徒のよさを生み出す環境づくり 

主要施策５ 学校整備の推進 評価 

(１) 非・構造部材の耐震対策事業 Ａ 

(２) 学校木質化推進事業 Ａ 

(３) 学校施設防災機能強化事業       Ａ 

主要施策６ 学校適正規模化の推進 評価 

(１) 方針に基づいた統合推進事業 Ａ 

主要施策７ 快適な学習環境整備の推進 評価 

(１) 冷暖房設備事業    Ａ 

(２) トイレ美化推進事業      Ａ 

(３) バリアフリー化推進事業      Ａ 

主要施策８ 読書活動の充実と情報教育の推進 評価 

(１) 「学習・情報センター機能をもつ図書館経営」推進事業 Ａ 

(２) 学習用ＩＣＴ整備・活用事業 Ａ 
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【重点目標３】信頼に満ちた安心・安全な学校づくり 

主要施策９ 学校保健の充実と食育の推進 評価 

(１) 学校保健「心と体の健康」（歯と口腔の健康づくり）推進事業 Ａ 

(２) 地産地消と食育推進事業 Ａ 

(３) 調理場整備推進事業 Ａ 

主要施策 10 学校サポート体制の充実 評価 

(１) 学校支援員等配置事業 Ａ 

(２) 教育・生活相談員配置事業 Ａ 

主要施策 11 緊急事態への態勢強化を推進 評価 

(１) あんしんネットによる登下校等安全対策事業 Ａ 

(２) 生徒指導連携強化事業 
(３) いじめ防止対策推進事業 

Ａ 

Ａ 

 

 

【重点目標４】「学び」と「活用」のサイクルの確立 

主要施策 12 乳幼児期からの家庭教育の推進 
(１) 家族ぐるみの子育て実践事業 
(２) 放課後子ども総合プラン推進事業 

評価 

Ａ 

Ａ 

主要施策 13 青少年健全育成の推進                     評価 
(１) 青少年健全育成事業 Ａ 

(２) 成人式開催事業 Ａ 

主要施策 14 新たな生涯学習人口の増加と地域づくりの推進 評価 

(１) 生涯学習関係団体育成･支援事業 Ａ 

(２) 公民館活性化事業 Ｂ 

主要施策 15 生涯スポーツの推進 評価 

(１) 健康スポ－ツ推進事業 Ａ 

(２) 全国大会等出場応援事業 Ａ 

(３) 体育施設管理・建設事業 Ａ 

(４) 体育施設指定管理事業 
(５) スポーツ関係団体育成・支援事業 
(６) 総合型地域スポ－ツクラブ育成・支援事業 

Ａ 

Ａ 

Ａ 
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【重点目標５】「ゆとり」と「うるおい」を実感できる文化芸術活動 

主要施策 16 文化芸術活動基盤の充実と活動の推進 評価 

(１) 文化の里花咲きホ－ル活用推進事業 A 

(２) 古田紹欽記念館活用推進事業 A 

主要施策 17 市民の読書活動の推進 評価 

(１) 図書館運営の拡充事業 
(２) 読み聞かせ教室の開催事業 

Ａ 

Ａ 

主要施策 18 文化財や伝統芸能等の継承推進 評価 

(１) 文化財保存事業 Ａ 

主要施策 19 国際理解教育の推進 

(１) 青少年の海外派遣事業 
(２) 国際交流員受入事業 

評価 

D 

D 

 

 

【重点目標６】人間尊重の精神にあふれた人づくりの推進 

主要施策 20 学校における人権教育の推進 
(１) 学校における人権教育の推進 

評価 

Ａ 

主要施策 21 あらゆる場、あらゆる機会での人権教育の推進 評価 

(１) 社会人権教育推進事業 Ｂ 
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第２章  各事務事業の点検評価シート 

様式第 1 号                教育委員会の活動状況  点検評価シート             山県市教育委員会 

内容項目 実    績 成果・課題 評価 

教育委員会会議の実施状況 

○開催回数 
    定例会議    １０ 回 
    臨時会議     － 回 
 
○審議件数 
    議決     ３３ 件 
    承認      ６ 件 
    報告      ２ 件 
  

【成果】 
○議案の審議が厳正に行われた。また、議案以外に

も、委員からの情報提供や事務局からの事業の進

捗状況その他の報告に関し、委員と事務局との意

見交換が活発に行われた。 
 
【課題】 
●会議の毎月開催に努め、教育委員会の円滑な運営

及び教育振興計画を推進するため政策会議を開催

し、教育委員会の更なる活性化を図る。  

Ａ 

調査活動の状況等 

○視察調査 
・市内視察 
  学校訪問（美山中学校、伊自良北小学校） 

学校施設視察（桜尾小学校） 
   
・市外視察 
  岐阜県教育委員会連合会研修会（飛騨市） 
   
 
○その他 

協議会        ３ 回 
山県市総合教育会議  １ 回 
 

【成果】 
○学校訪問にて特色ある教育実践を視察すると共

に、学校長等との意見交換により学校の現状把握

をすることができた。また、学校の空調、ＬＥＤ、

及び図書管理システムの整備状況を確認すること

ができた。 
 
○委員の自己研修の場とし、県内教育委員会の優れ

た実践活動の発表をとおして、今後の教育行政の

参考とすることができた。 
 
【課題】 
●市民から信頼される教育行政の運営を目指し、各

種団体と連携を密にし、意見交換を積極的に行い、

教育委員会の更なる活性化を図る。 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 
○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（１）『分かる授業･心にひびく教育』

推進事業 

・『山県市立学校３つの実践』（規律、

学力、自己有用感）を全ての小・中

学校で一貫した共通実践としま

す。 
・基礎学力の向上と自己表現力の育

成を図ります。 
・推進校指定や研修校指定による実

践的な授業研究会や生徒指導事例

研究会を行うことで、「力のある教

師」を育てます。 
・特別支援教育コーディネーターや

教育相談員の適正な配置、教育支

援委員会・就学相談会の充実を図

り、保育園・幼稚園・特別支援学校

との連携を深め、早期からの適切

な就学指導を行います。 
 
 
 

学校 
教育課 

・基礎学力の向上のための授 
業改善に力点を置き「規

律・学力・自己有用感」の

視点で指導・支援が進めら

れた。 
・研修校 
高富小、高富中 

 １０月１３日に高富中公

表会を実施。 
・教育支援委員会 

   ７回開催 
・就学相談会 
     ２回開催 

・特別支援教育コーディネー

ター研修会  ２回開催 
・学習支援員・教育サポータ

ー・英語活動支援員研修会 
３回開催 

≪成果≫ 

○「規律・学力・自己有用感」の３つの教育

実践を共通に全小中学校で取り組むとと

もに、特に基礎基本の定着に力点を置い

て指導できた。また、各校では具体的な

目標をもって指導をした。 

○基礎学力向上に向けた優れた教育実践の

交流がさまざまな会議に重ねて行われ

た。 

○研究会の形態を改善（最初に少人数での

話合いを行う等）することで、参観者の

授業力を高めることができた。 

○保育園・幼稚園との連携を強化し、早期

からの就学指導を強化できた。 

 

≪課題≫ 

●少人数であることを生かす指導法や授業

のあり方の工夫を一層進めていきたい。 

●平成３２年度から小学校５、６年生で「外

国語」が正式な教科になるため、教科と

してよりスム－ズに移行できるようにす

る。 

●児童生徒の基礎学力向上のため、教科書

をより有効に利用した研修を行い、市内

全教師に広める必要がある。 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 
○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（２）個別指導及び問題解決学習等

授業改善事業 

・習熟度別学習等における下位  

１０％の児童生徒に対する個別指

導と見届けを徹底し、基礎学力の

向上を図るための授業改善を行い

ます。 
・自ら調べてまとめ発表する学習や

仲間と共同して学習すること等、

問題解決の力（思考力・判断力・表

現力）や方法を身に付けるという

目的を明確にした授業への改善を

図ります。 
・小学校高学年における教科担任制

や教科免許教員による個別支援等

の配置された教職員の割当て内で

より質の高い授業を目指します。 
 

学校 
教育課 

・少人数指導加配教員を小学

校３校（３名）、中学校３校

（４名）に配置し、個別指

導と見届けの徹底を図っ

た。 
・学力向上推進会議を２回行

い、各校の取り組みについ

て交流した。 
・すべての小学校の高学年

で、一部の教科において教

科担任制を取り入れた。 
・オール岐阜による学力向上

支援プランにより、富岡小

で３回、学力向上推進会議

で１回の研修会を行うと

ともに、２月には全教職員

を対象にした研修会を実

施した。 

≪成果≫ 

○３つの見届け（実態・学習内容・定着）を

意識した授業づくりができた。 

○学習内容を理解しづらい児童生徒への支

援を、個別支援やコース別学習等を有効

利用する授業が増えた。 

○児童生徒の学力向上のため、放課後子ど

も教室を利用した学習活動（個別指導）

を位置づけた。 
○オール岐阜による学力向上支援プラン

で、講師の方より具体的な助言をいただ

くことで、授業の進め方や研究会のもち

方について改善を図ることができた。 

 

≪課題≫ 

●単位時間で児童生徒が付けたい力を明確

にした授業展開の指導が必要である。 

●小学校高学年や複式学級等において、教

科担任制の授業を見すえた教育課程の編

成を更に検討したい。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 
○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（３）学校管理訪問事業 

・『山県市立学校３つの実践』を小・

中学校が一貫して重点化し、具体

的な教職員や児童生徒の姿が見ら

れるよう訪問の趣旨徹底を図りま

す。 
・全教職員の授業や活動を参観し、

具体的に助言しながら、個々の教

職員の授業力・生徒指導力等の資

質向上に努めます。 
・児童生徒に確かな学力を育成する

ために、教職員がゆとりをもって

児童生徒に関わる時間を確保でき

るよう、事務の効率化を進めます。 
・児童生徒の安全確保や教職員の服

務規律の徹底状況について指導助

言を行います。 
 

学校 
教育課 

・各小中学校 年２回訪問 
・全ての学級の授業，職員の

様子を参観し、指導助言し

た。 
・管理職、主任層と懇談を行

い、教育活動の推進状況を

把握し、学校経営について

指導助言した。 
・校長会・教頭会を通して、

「危機管理体制の整備」と

「教職員の服務規律の徹

底」を指導し、管理訪問に

おいて見届けをした。 
・学校スリム化プロジェクト

を推進し、ＩＣＴを活用し

た校務のスリム化を図っ

た。 
・山県市立小中学校事務共同

実施協議会を立上げ、市内

統一の学校事務の効果的

効率的な共同実施を進め

た。 

≪成果≫ 

○各学校の教育目標や特色のある教育活動

と「３つの実践」をつなぎ、個に応じた

指導、定着の見届け、よさの価値付けな

どを推進できた。 

○各校で「命を守る訓練」や危機管理マニ

ュアルを見直す等実践的な訓練が実施で

きた。 

○教職員の危機管理意識を高めることがで

た。 

○学校スリム化プロジェクトで、出退勤シ

ステムの導入や教育通信の市内共通化を

図るなどスリム化を進めることができ

た。 

 そのため、教職員は、児童生徒や教材研 

究に向き合う時間がこれまでよりも確保

することができた。 

 

≪課題≫ 

●各学校の３つの教育実践の成果と課題を

広く交流し、山県市としての授業改善の

方向や手立てを明確にしていく。 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 
○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（４）教職員の各種人事交流による 

学校活性化事業 

・教職員の指導力向上のために、市

内研修校への計画的な人事派遣を

推進します。 
・将来を担う中堅的立場の教職員を

広域派遣すると共に、他市からも

指導力ある教職員を受け入れて、

教育活動の活性化を図ります。 
・市内の人事交流を盛んにし、学校

の活性化と教職員のキャリアアッ

プを図ります。 
 
 

学校 
教育課 

・研修校への派遣 
岐阜地区実習校へ ２名 

・岐阜大学教職大学院教育実

践開発コースへ  １名 
（岐阜大学教職大学院特別

支援教育コース夜間授業

の受講者への一部助成を

予算化） 
・広域派遣受け入れ 
各務原市より   １名 

・地域外一般異動受け入れ 
岐阜市より    1 名 

・他県交流派遣受け入れ 
 鹿児島県より 
      １名（２年目） 

≪成果≫ 
○一般異動ルールが変更になり、市内の活

性化を図る異動ができた。 
○主幹教諭を２名小学校に配置し、学校と

地域の連携強化を図った。 
○初任者を３名受け入れ、ベテラン教員と

若手教員のバランスを図ることができ

た。 
○岐阜大学教職大学院特別支援教育コース

夜間授業の受講者への一部助成等、市内

学校の実態に即した義務教育段階におけ

る特別支援教育の活性化やカリキュラム

マネジメントの整備に着手することがで

きた。 
 
≪課題≫ 
●児童生徒数の減少に伴い教職員の減少が

進む中、山県市に本拠地を置く職員や広

域人事交流を終えた職員が多いことか

ら、新ルールに基づく一般異動で人事交

流を積極的かつ計画的に進めていく必要

がある。 
●再任用教諭の増加に伴い、雇用年数など

の条件を整備する必要がある。 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策２ 

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実 

 
○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。 

（１）学校提案型教育活動推進事業 

・地域の伝統産業や地域の自然、市

の各種施設を有効に活用し、校区

を中心に市域全体から人材を活用

する等、『ふるさとに学ぶ提案型体

験活動』を一層推進します。 
・校長の教育ビジョンを明確にし、

地域や学校の伝統の上に立った創

意あふれる「特色ある教育活動」を

推進します。 

学校 
教育課 

・学校提案型教育活動を 
全１２校で実施した。 

・環境、農業体験、伝統芸

能等多岐にわたる実践

で、地域人材の活用が推

進された。 
・学校コラボレーター事業

の活用により、地域人材

の活用が図られ、地域と

学校をつなぐことがで

きた。 
＜大桑小＞ 
・かしの木フェスティバル 
＜桜尾小＞ 
・ＦＢＣ学校花壇コンクー

ル 
＜高富中＞ 
・大音楽フェスタ   
          等 

≪成果≫ 
○学校提案型教育活動と地域とともにある学

校の推進活動を合体事業として捉え活動し

た学校もあり、学校や地域の特色を生かし

た実践を積み上げることができた。 

○学校コラボレーター事業と連携し、地域人

材を積極的に活用する中で、より一層ふる

さと山県に愛着がもてる活動となった。 
 
≪課題≫ 
●地域の文化、日本の伝統的な文化を学び、

継承する機会の一層の充実を図る。 
●ふるさとの自然や歴史・文化を学ぶ「ふる

さとに学ぶ提案型体験活動」をさらに意図

的に進める必要がある。 
Ａ 



- 14 - 
 

様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策２ 

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実 

 
○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。 

（２）ふるさと大好き、わくわく 

体験事業 

・各学校の創意を活かし、地域の自

然や施設を十分活用した魅力あふ

れる「宿泊体験プログラム」を充実

します。 
・学校、地域、施設等の連携を強化

し、体験活動の場や機会の開拓、指

導者の確保等、地域住民と共に創

る学習活動を推進します。 

学校 
教育課 

・小学校９校において宿泊体験活動をグリーンプ

ラザみやまコテージ村にて実施した。 
・主な活動としては、古城山登山、野外炊事、キ

ャンドルサービス、化石採集、水中生物観察、

座禅体験等を行った。           

＜実施学年と主な活動＞ 
 

実施学年 主な活動 

高富小５年５５名 古城山登山、甘南美寺研修 

富岡小５年５９名 
水中生物観察学習、木工クラフト

体験 

梅原小５年１７名 
古城山登山、化石採集        

アロマキャンドル作り 

大桑小６年１１名 
化石拾い体験、「進んで・楽し

く・協力」研修会 

桜尾小５年１８名 山菜採り体験、山の生活体験学習 

伊自良南小   

４年１１名 
渓流での生物観察、水質学習 

伊自良北小   

４年６名 

化石採集、マスつかみ体験     

星空観察学習 

美山小５年３５名 古城山登山、甘南美寺研修    

いわ桜小 

全学年２９名 

化石採集、水生生物観察学習       

マスつかみ体験 

≪成果≫ 
○学校コラボレータ

ー事業と連携して

地域の指導者の確

保ができた。 
○地域の自然や文化

に触れながら、仲間

と共にやり遂げる

喜びを実感するこ

とができた。 
 
≪課題≫ 
●市内の自然や文化

に直接触れること

ができる活動内容

の開拓と安全面を

考慮したボランテ

ィアの支援が必要

である。また、市内

の文化施設等の一

層の活用を図りた

い。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 

実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策２ 

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実 

 
○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。 

（３）地域とともにある学校の推進

事業 

・学校の様々な教育活動が効果的か

つ安全に実施できるよう地域力を

活用した学校コラボレーター事業

を推進します。 
・地域とともにある学校にするため

に、地域教育協議会を発展させ、

「学校運営協議会」の設置を推進

し、具体的内容や計画、実施におけ

る成果と課題等の状況を把握し、

指導助言します。 
・幼保・小中の連携を一層推進する

とともに、山県高等学校との交流

や連携の在り方を実践的に推進し

ます。 
・保護者や地域住民が学校運営に参

画できる制度づくりに取組みま

す。 

学校 
教育課 

・学校、家庭、地域が一体

となって活動すること

で連携を強化し、学校運

営の改善及び児童生徒

の健全育成に取り組む

ことができた。 
・学校運営協議会が発足

して２年目となり、保護

者や地域住民が学校運

営に参画することで、よ

り教育活動の充実に繋

がった。 
＜学校運営協議会回数＞ 
高富小 ２回 
富岡小 ３回 
梅原小 ６回 
大桑小 ５回 
桜尾小 ３回 
美山小 ３回 
いわ小 ３回 
高富中 ５回 
美山中 ４回    

伊自良地区合同学校運

営協議会 ３回   

（伊自良南小・伊自良

北小・伊自良中） 
 

≪成果≫ 
○各学校の特色を活かした支援部会を設置

し、学校コラボレーター事業と連携して取

り組むことができた。 
○各学校の様々な実態を知ってもらい、保護

者や地域住民が一体となって学校運営に参

加してもらうことができた。 
（見守り隊の再構成、防災教育の推進、キ

ャリア教育や地域行事の主催、各種事業の

協働、小規模校の合同交流会等） 
 これにより、児童生徒への教育効果が高ま

ったり、教職員の負担軽減が図られたりと

いった成果が見られた。 
○各学校の学校運営協議会会長が集まり、実

践交流や意見交流を行うことにより、学校

運営協議会の活動を広め、深めることがで

きた。 
≪課題≫ 
●地域のニーズを的確にとらえ、学校と地域

全体の一層の連携を進めていきたい。 
●幼保・小・中・高の一層の連携を進めてい

きたい。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 

実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策２ 

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実 

 
○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。 

（４）学校コラボレ－タ－事業 

・学校コラボレーター事業の普及活

動、広報活動を積極的に行います。 
・学校コラボレーターの登録者を広

く公募するとともに、効果的な活

動ができるよう学校コラボレータ

ー会員の定期的な研修会を実施し

ます。 
・学校コラボレーター会員の行う学

習支援活動等を拡大、充実し、効率

的に行えるよう地域コーディネー

ターを中心として計画・調整の体

制を確立します。 
 

学校 
教育課 

・地域コーディネーター情

報交換会を実施した。

（２～３／回･月） 
・６月及び１１月に学校コ

ラボレーター対象の研

修会を開催した。 
・学校コラボレーター会員

の活動により、各学校の

学習支援が充実した。 
・４名の地域コーディネー

ターが、各学校の要請に

応じてコラボ会員を派

遣するなど、学校と地域

の連絡調整を行った。 
・コラボレーター通信を年

間３回発行した 
・学校コラボレーター会員

に１８０名の登録者が

あった。 
・活動としては、 
（１）学習支援 

・教科指導 
・総合学習支援 
・郊外活動の引率 等 

（２）環境支援 

・清掃・除草作業 
・図書室整理 等 

 を行った。 

≪成果≫ 
○年間５１２件、延べ３，６５８名の活動が

あり、学習支援、環境支援につながった。 
○「うどん作り」や「たぬきの糸車」などの支

援を通して、児童の体験的な活動を活性化

させることで、学びに向かう意欲を一層高

めることができた。 
≪課題≫ 
●諸事情により、活動ができないコラボレー

ターも多数みえるので、一度リセットして、

再登録を行う必要がある。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策３ 

学校間連携事業

の充実 

 
○全ての学校が

参加し、体を鍛

え、豊かな心を

はぐくみます。 

（１）体力つくり･スポーツ振興事業 

・山県市小学生陸上記録会を実施

し、児童の体力や運動能力の向上

を目指します。 
・毎年７月に山県市中学校総合体育

大会を実施し、技能向上と他校と

の交流を図り、技能の向上と健全

なスポーツ精神を養う機会としま

す。 

学校 
教育課 

・各校において新体力テ

スト、体育の授業などに

おいて記録を測定し、記

録会の記録とした。 
・７月に７種目において、

市中学校体育大会を行

った。 

≪成果≫ 
○陸上記録会は、各校において記録を測定す

ることで、児童の取組に対する価値付けを

年間通じて行うことができた。 
○団体競技において、優秀選手賞を表彰する

ことで、勝敗に関わらず活躍した生徒を表

彰することができた。 
≪課題≫ 
●市民スポーツ大会に小学生の部を設置する

等、山県市の体育協会等との共催も考えた

い。 

Ａ 

（２）芸術・文化教育推進事業 

・文集「やまびこ」を活用して、表現

活動や読書活動等の学習活動を充

実するよう各校で工夫します。 
・絵画・書写等の特に優秀な作品は、

展示会を開催する等、市民に広く

紹介します。 
 

学校 
教育課 

・テラステーション（全学

校共有のサーバー）上に

「やまびこ」作品をアッ

プした。 
・１１月９日～１２月３

日に山県市美術館にお

いて「子どもの市展」を

行った。 
 

≪成果≫ 
○テラステーション（全学校共有のサーバー）

上にアップすることで、いつでも作文指導に

活用できるようにできた。 

○「こどもの市展」では、９４１名の来館者があり、

多くの方に鑑賞してもらうことができた。 

○表彰式を市役所で行ったことにより、市長から

直接、賞状等を手渡すことができた。 

≪課題≫ 

●事業を見直し、最小限の努力で最大限の功

績を上げられるよう改善していく。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策４ 

教育センター機

能の充実と改革 

 
○各種事業推進

のためのセン

ター機能を強

化、効率化を図

ります。 

（１）力のある教師や支援員等を育

てる教職員研修推進事業 

・各種組織との連携や市内教職員の

専門性や特技を活かして、教職員

のニーズを満たす研修講座を開設

し、教職員の研修意欲や専門性の

向上に努めます。 
・採用から１０年までの若手教職員

の育成を目的とした研修講座を開

設し、教職員としての技能や資質

の向上に努めます。 
・別の支援が必要な児童生徒への効

果的な対応ができるよう市費雇用

の支援員等の資質・能力の向上に

努めます。 
・幼稚園や保育園と連携したスター

トカリキュラム作成を継続し、小

学校と幼稚園・保育園が連携して

情報交流を行い、就学前後の一貫

した指導の充実に努めます。 

学校 
教育課 

・経験年数が豊富な教師の力

を活かすために、「夏期講

座」にて、ベテランから若

手にプロとしての教師の

在り方を教え伝える、様々

な講座を開設した。また、

道徳教育と外国語活動を

一部教員の悉皆とした。 
・初任者、２年目、３年目、

６年目の教員を対象に２

～４回の研修を行った。 
・学校の要請に応じて、セン

ター学習支援員が担任や

特別支援コーディネータ

ー、学習支援員の授業参

観、指導・助言を行った。 
・スタートカリキュラムを活

用した時間割編成を行っ

た。 

≪成果≫ 
○夏期講座を１０講座開設し、延べ１８８

名の教職員が受講し、資質向上を図ると

共に、講師のベテラン力をさらに伸ばす

ことができた。 
○外国語活動を一部教員の悉皆とすること

で、教科化へ向けて意識の高揚を図るこ

とができた。 
○年数に応じた研修を行うことで、資質の

向上に努めることができた。 
○センター学習支援員の要請訪問を通し

て、担任や特別支援コーディネーター等

と懇談等を行うことで、困り感のある児

童生徒への対応の仕方等について、共通

認識のもと指導をすることができた。 
○スタートカリキュラムを活用すること

で、多くの児童が学校生活を円滑にスタ

ートすることができた。 
 
≪課題≫ 
●個別に支援が必要な児童・生徒に対する

支援のあり方について、援助できる体制

をさらに整えていけるとよい。 
●道徳と外国語活動については、今後も継

続的に研修を行っていく必要がある。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策４ 

教育センター機

能の充実と改革 

 
○各種事業推進

のためのセン

ター機能を強

化、効率化を図

ります。 

（２）教育センター機能充実事業 

・児童生徒の優秀な作品の保管場所

を確保し、必要に応じて学習活動

に利用できるよう工夫します。 
・センター施設や所蔵の備品、セン

ター図書の充実を図ります。 
・インターネットを活用して蓄積し

た教育実践や調査・研究の情報を

市内の教職員が積極的に活用する

よう啓発します。 

学校 
教育課 

・夏休み作品展の会場として活用

した。 
・実践論文等を所蔵し、若手職員の

実践に活用することができた。 
・テラステーション（全学校共有の

サーバー）のフォルダを整備し活

用しやすくした。 
＜教育センター講座実績＞ 
回数…３８２回 
参加人数…５，１００人 
（各種研修会、調査研究、野外活

動、作品展、図書貸出） 

≪成果≫ 
○教育センターの事業が定着し、学

校への支援・連携も充実してきた。 
○センター施設や所蔵の備品を有効

に活用する学校等が増えた。拡大

コピー機の使用については、勤務

の適正化も意図し、市内学校の看

板等の掲示物を教育センターが一

括で作成できるようにした。 
○テラステーションを活用した教職

員間の情報共有が増えた。 
≪課題≫ 
●施設や備品の整備、研修内容を一

層充実させる必要がある。 

Ａ 

（３）教育相談機能の充実事業 

  （適応指導教室コスモス） 

・必要に応じてより効果的に生活相

談員や教育相談員が対応できるよ

う配置や事業内容等を見直しま

す。 
・生活相談の実践的な指導法の研修

を日常的に実施するとともに、情

報を確実に把握して指導に活かし

ます。 
・家庭に課題をもつ児童生徒につい

ては、福祉課や子ども相談センタ

ー、警察署等と連携し、相談体制の

強化に努めます。 

学校 
教育課 

・適応指導教室コスモスと学校と

の連携により教育相談活動の充

実に努めた。 
・年間１２回の生活相談員・教育相

談員研修会を実施し、情報交換等

を行った。 
・センター情報交流会において、主

任教育相談員やエリア担当生徒

指導主事から報告を受け、情報交

流を行った。 

≪成果≫ 
○６名の児童・生徒が適応指導教室

コスモスに来所し、登校復帰へ向

けた支援を行うことができた。 
○月１回の生活相談員・教育相談員

研修会を行うことで、同一歩調で

指導を行うことができた。 
○希望はあっても来所できない児童

生徒のために高富分室を設置する

ことができた。 
 
≪課題≫ 
●不登校傾向の児童生徒数は横ばい

だが、さらに相談機能を充実して

いく必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策５ 

学校整備の推進 

 
○だれもが安心

で、だれにも快

適な環境とし

ての学校を創

ります。 

（１）非構造部材の耐震対策事業 

・「学校施設の非構造部材の耐震化

ガイドブック」に沿って、天井材の

落下防止対策及び収納棚等の転倒

防止対策を計画的に進めます。 
・既存耐震対策設備等の維持管理お

よび照明器具や備品棚等の更なる

対策を行います。 

学校 
教育課 

・以前に行った非構造部材耐

震化の維持管理をした。 
また、全小中学校において

校舎及び体育館の LED 照

明器具取替に合わせ、落下

防止措置及び器具取付方

法の改善を行い、安全確保

に努めた。 

≪成果≫ 
○既存設備の整備ができた。また、安全確

保に努めることで災害時への準備ができ

た。 
 
≪課題≫ 
●対応済み箇所においても継続的な維持管

理をする必要がある。 
 

Ａ 

（２）学校木質化推進事業 

・施設の大規模改修にあわせ、児童

生徒のふれあう場所を中心とし

て、木質化への取組を進めます。 
 また、机・椅子等の更新時には山県

市産木材の利用に努めます。 
・小規模改修や修繕においても木質

化取組の検討をします。 

学校 
教育課 

・伊自良北小学校といわ桜小

学校の余裕教室１室にお

いて、木製ロッカ－を整備

した。 

≪成果≫ 
○児童のふれあう場所で、木質化整備を行

うことができた。 
 
≪課題≫ 
●学校施設改修事業の計画時に県産材や山

県市産材使用を検討し進めていく。 
Ａ 



- 21 - 
 

様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策５ 

学校整備の推進 

 
○だれもが安心

で、だれにも快

適な環境とし

ての学校を創

ります。 

（３）学校施設の防災機能強化事業 

・多目的トイレが未整備の学校体育

館トイレを計画的に改修します。

また、各学校に防災備蓄倉庫や自

家発電設備等を計画的に整備して

いきます。 
・既存設備の維持管理および屋内運

動場多目的トイレにおける未整備

校（２校）の整備をします。 

学校 
教育課 

・以前に整備した多目的トイ

レの維持管理を行った。 
 また、未整備だった伊自良

北小学校といわ桜小学校

の屋内運動場多目的トイ

レの整備が完了した。 
・浸水想定区域内、土砂災害

警戒区域内にある学校が

避難確保計画を作成し、学

校教育課とその内容につ

いて確認を行った。 
（富岡小・梅原小・桜尾小・

伊自良南小・伊自良北小・

いわ桜小） 
 

≪成果≫ 
○既存設備の整備ができた。 
○今回の整備にて、全小中学校の屋内運動

場多目的トイレの整備を完了することが

できた。 
○非常時の緊急避難の体制と対応について

計画をし、防災に関わる教職員の研修と

児童生徒の避難訓練を行うことができ

た。 
 
≪課題≫ 
●学校施設において、必要な改修を計画的

に進めていく。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策６ 

学校適正規模化

の推進 

 
○地域の実情や

動向をみつめ

学校の適正規

模化を推進し

ます。 

（１）方針に基づいた統合推進事業 

・「山県市立小学校及び中学校適正

規模推進基本方針及び推進計画」

に基づき、複式学級が想定される

小規模小学校は、学校統合の準備

期間等を考慮し、就学前の早い段

階で見定めを行い、保護者や地域

住民の意見を聞きながら、学校統

合についての検討を進めます。 
・過小規模小学校については、小規

模の特性を活かした特色ある教育

活動を支援しながら、県費及び市

費による非常勤講師を配置し、複

式学級の状態を極力解消しつつ、

学校統合の必要性を判断していき

ます。 
 
◎適正規模の見定めと、将来を見据

えて、適正規模の取組について見

直しをします。 

学校 
教育課 

・「山県市立小学校及び中学

校適正規模推進計画」に

基づいて、適正規模の見

定めを行い、平成２９年

度の取みについてＨＰ等

で広く市民に周知した。 

・今後(平成３５年度まで)

の児童生徒数の一覧表よ

り、今後も過小規模の学

校が複数想定されること

から、「山県市立小学校及

び中学校適正規模推進計

画に基づく適正規模の取

組について」の見直しを

行った。 

≪成果≫ 

○「山県市立小学校及び中学校適正規模推

進基本方針及び推進計画」に基づいて、

今後も過小規模の学校が複数想定される

ことや各学校の地理的条件や教職員配

置、地域コミュニティー等、児童生徒に

軸足を置き、将来を見据えて計画的に進

めていくことを確認し、適正規模の見定

めと取組の見直しをするとともに、ホー

ムページ等で広く市民に周知した。 

○学校運営協議会等において、地域の教育

の在り方や願いについて議論を活性化す

ることを依頼した。 

 

≪課題≫ 

●今後、出生数の減少や転出により、さら

に小学校では、複式学級が増加となる可

能性があり、また、中学校でも部活動や

教職員配置等の問題がさらに現れてくる

ことが予想される。地域と学校の共有さ

れた願いを受け止めたうえで、新たな学

校像等を模索する必要がある。 

  

Ａ 



- 23 - 
 

様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策７ 

快適な学習環境

整備の推進 

 
○全ての人に優

しく、居心地の

よい学習環境

を整備します。 

（１）冷暖房設備整備事業 

・全普通教室にエアコンの設置を計

画的に進めます。 
・老朽化した暖房機器や空調設備に

ついては、計画的に更新を図ると

ともに省エネ等への取組を進めま

す。 
 
◎既存設備の維持管理および冷暖空

調方式の調査研究を行います。 

学校 
教育課 

・前年度までに行った冷暖空

調方式の調査結果に基づ

き、全ての小中学校の普通

教室等に空調設備を設置

した。 
・既存の空調設備の修繕又は

取替を行うなど、適切な維

持管理を行った。 
 

≪成果≫ 
○全ての小中学校の普通教室等に空調設備

を設置したほか、既存の空調設備の修繕

又は取替を行うなど、環境を整備するこ

とができた。 
 
≪課題≫ 
●普通教室以外の箇所についての整備検討

及び省エネ等への取組を推進する必要が

ある。 
 

Ａ 

（２）トイレ美化推進事業 

・計画的にトイレを乾式に施設改修

を行います。 
・和式便器から洋式便器への移行、

併用を進めます。 
・教育面からトイレの清掃美化活動

に積極的に取り組みます。 
 
◎既存設備の維持管理および美化清

掃活動推進を行います。 

学校 
教育課 

・伊自良北小学校及びいわ桜

小学校の体育館トイレ改

修工事を行った。 
・小中学校ごとにトイレ清掃

美化活動を行った。 
・既存設備の修繕又は取替を

行うなど、適切な維持管理

を行った。 
 

≪成果≫ 
○整備が遅れていた学校のトイレ改修工事

を行ったほか、既存設備の修繕又は取替

を行うなど、環境を整備することができ

た。 
○美化意識を向上することができた。 
 
≪課題≫ 
●洋式及び多目的の箇所数増について検討

する必要がある。 
●美化意識の向上とともに、既存設備を大

切に使用する教育を行う必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策７ 

快適な学習環境

整備の推進 

 
○全ての人に優

しく、居心地の

よい学習環境

を整備します。 

(３）バリアフリー化推進事業 

・障がいのある児童生徒の活動範囲

における段差を極力解消し、壁面

には手すりやスロープを設ける

等、障がい者に優しい施設環境の

整備を進めます。 
・未整備の学校は多目的トイレを設

置します。 
 
◎既存設備の維持管理および屋内運

動場多目的トイレにおける未整備

校（２校）の整備をします。 
 

学校 
教育課 

・体育館トイレ改修工事によ

り段差の解消を行った。 
・手すり設置のほか、既存設

備の修繕又は取替を行う

など、適切な維持管理を行

った。 
 

≪成果≫ 
○工事又は修繕を行ったことにより、環境

を整備することができた。 
 
≪課題≫ 
●学校ごとの現状を踏まえ、必要な改修を

計画的・継続的に進める必要がある。 
 

Ａ 

 



- 25 - 
 

様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策８ 

読書活動の充実

と情報教育の推

進 

 
○全ての児童生

徒が読書に親

しみ、快適に情

報機器を活用

できるように

します。 

（１）「学習・情報センター機能をも

つ図書館経営」推進事業 

・読書活動の充実のため、今後も、

全小・中学校に読書指導員を配置

し、実践的な研修会を開催します。 

・学校図書館内の修繕や設備の充実

に努め、ＰＴＡやボランティアを

有効に活用して、学習・情報セン

ター機能をもつ学校図書館を創造

します。 

・図書のバーコード化を推進すると

ともに各学校や市図書館、市教育

センターとのネットワークづくり

に努めます。 

・児童生徒が一人で過ごしたり、年

齢の異なる様々な人々との関わり

をもったりすることができる「心

の居場所」となる場とします。 

 

学校 
教育課 
 
 
 
 

・全小中学校に読書指導員

を配置(小規模校は２校兼

務)し、教育センター及び

図書館教育推進校におい

て年２回の研修会を行っ

た。 
・１回目（６/１４） 
図書館教育の情報交換 
図書館運営の交流会 

・２回目（２/１４） 
桜尾小の取組発表及び情

報交換 
・図書館ボランティアが飾

り付けや掲示等の環境整

備を行った。 
・図書バーコード管理サー 
ビスを全１２校、教育セン 
ターに導入し、蔵書共有化 
が図れる環境を整備した。 

・関係機関と連携し、各校の

廃棄図書の有効活用を行

った。 

≪成果≫ 
〇研修会で図書館運営の交流を行うこと

で、読書指導員の図書紹介の技能を高め

ることができた。 
○読書指導員による積極的な働きかけによ

り、読書をする児童生徒を増加させるこ

とができた。 
○各校の図書館の掲示等、過ごしやすい環

境づくりを心がけたことにより、児童生

徒が図書館に親しみをもち、「心の居場

所」とすることができた。 
○図書バーコード管理サービスの全校導入 

 により、蔵書のネットワーク検索が図れ

る環境を整備、各校の蔵書のうち蔵書登

録済みの約２万冊が検索対象となった。 
○先行導入校ではすべての蔵書登録が完了

した。 
○地域住民への図書室の開放に向けて、歩

み出しを図ることができた。 
 
≪課題≫ 
●図書バーコード管理サービスへの蔵書登

録を進め、蔵書のネットワーク検索対応お

よび図書管理業務の効率化を図っていく。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策８ 

読書活動の充実

と情報教育の推

進 

 
○全ての児童生

徒が読書に親

しみ、快適に情

報機器を活用

できるように

します。 

（２）学習用ＩＣＴ整備・活用事業 
・思考力・判断力・表現力等を育成

するために、最新の視聴覚教材や

教育機器を段階的、計画的に整備

します。 
・学習課題への興味関心を高めた

り、学習内容を分かりやすくした

りするために、授業でのＩＣＴ活

用を推進します。 
・インターネットや携帯電話、スマ

ートフォン等の普及にともなって

起こる「ネット上のいじめ」問題

に対応するために児童生徒及び教

職員に対する情報モラル教育の徹

底を図ります。 
 
◎老朽化したＩＣＴ設備を更新し、

ＩＣＴ機器を適正に運用し、活用

できる環境を維持します。 
◎ＩＣＴを活用した学習の実践交流

を実施し、活用事例の展開を図り

ます。 

学校 
教育課 

・情報教育研究推進委員

会において、ＩＣＴ活

用実践交流を実施し

た。（７／２７） 
・職員室パソコンを更新

整備した。（６校１６３

台） 
・学習プリントサービス

を活用し、単元テスト

等を実施した。（アクセ

ス回数１４，０５６回） 
・教材提示用の大型テレ

ビを追加整備した。（１

校３台） 
・最新のＩＣＴ機器（電子

黒板、デジタル教科書、

タブレットＰＣ、無線

ＬＡＮ）について推進

校において試験使用を

実施した。 
＜平成２９年度整備後の

現有数（全学校）＞ 
・大型テレビ ６１台 
・書画カメラ ６３台 

≪成果≫ 
○ＩＣＴ活用教育推進校（モデル校）での大型

テレビやタブレットＰＣの活用により、「思

考力・判断力・表現力等」の育成や分かりや

すい学習の実施のための有効性の確認を実

施した。最新のＩＣＴ機器の試験使用の実

施により、今後の学習用ＩＣＴ整備の方針

を検討することができた。 
○職員室パソコンの更新により、セキュリテ

ィを確保したうえで、効率的に校務を実施

できる環境が整備できた。 
○学習プリントサービスを利用し、児童生徒

の状況を踏まえた単元テストの作成によ

り、効果的なプリント学習を実施すること

ができた。 
○各学校において、児童生徒及び教職員に対

しての情報モラル教育を実施し啓発を図っ

た。 
 
≪課題≫ 
●最新の学習用ＩＣＴ機器について、先進導

入校における活用実践を深める。 
●学習用パソコン等老朽化する設備の更新お

よびＩＣＴ機器の導入に向けて予算を確保

し、効果的な整備を実施していく。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策９ 

学校保健の充実

と食育の推進 

 
○健康な心身を

育む学校保健･

食育の充実に

努めます。 

（１）学校保健「心と体の健康」（歯

と口腔の健康づくり）推進事業 

・学校と歯科医師会との連携を密に

して、専門的立場からの助言を教

育活動に活かします。 
・各学校の実情に応じて年間計画を

策定し、『心と体の健康』（歯と口腔

の健康づくり）を目指した保健教

育の充実に努めます。 
・これまでの成果をふまえ、フッ化

物洗口の実践と歯肉炎予防におけ

る歯科保健教育（ブラッシング指

導等）を継続します。 
・山県市学校保健研究大会の開催 
  

学校 
教育課 

・各学校及び山県市学校保

健会が、医師会、歯科医師

会、薬剤師会と連携を図

り、次の事業を実施した。 
「各種健康診断」 
「歯と口腔の健康づくり

優良児童審査会」 
「学校環境衛生活動調査」 
「岐阜県学校保健研究大

会の開催」 
・フッ化物洗口 ９９．５％ 
・一人平均虫歯本数 
０．０６本（ＤＭＦＴ指数） 

≪成果≫ 
○学校と学校医が連携を図り、児童生徒の

健康づくりができた。 
○各学校が年間指導計画を基に健康教育に

取り組み、実践力を高めることができた。 
○各学校がフッ化物洗口を継続して実践し

ていることから、県内で１２歳児１人当

たりのむし歯が非常に少ない市となって

いる。県内第２位（県内１位:白川小学校

児童数４人） 
○山県市学校保健研究大会、約１５０名の

関係者の参加を得て、充実した大会を開

催することができた。 
 
≪課題≫ 
●健康な生活を送ることができる自己管理

能力をさらに高めていく。 

Ａ  
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策９ 

学校保健の充実

と食育の推進 

 
○健康な心身を

育む学校保健･

食育の充実に

努めます。 

（２）地産地消と食育推進事業 

・全小・中学校で「いい歯の日」、「食

育の日」を設定し、『山県ふるさと

食材』を活かす献立を工夫し、その

他の食材も地産地消を一層推進し

ます。 
・食育や地場産業の育成等の観点か

ら、市の関係部局と問題を共有し

ながら食材の安定的な供給を目指

します。 
・児童生徒の朝食欠食や孤食等の食

生活の改善に向けた食育の充実と

家庭への啓発を進めます。 
 
 
 

学校 
教育課 

・各小中学校で地産地消を推

進し、ふるさとの食材を活

かした献立とした。 
・食品数の割合における地場

産物使用割合 
小中学校 平均３４．６％ 

※山県市総合計画 第５章 

第１節 施策２における

学校給食の地場産業使用

割合に対する数値目標 
平成３１年度：３０．０％ 

・使用量における地場産物使

用割合  
 小中学校 平均１３．７％ 
・全ての学校の学校保健委員

会や給食試食会等で、栄養

教諭を中心に食育講話を

実施した。 
 

≪成果≫ 
○ふるさとの食材を献立表にのせること

で、地産地消の推進状況を周知すること

ができた。 
○いい歯の日・食育の日にちなんだ献立を

工夫し、食育推進に努めた。 
○中学生学校給食選手権に市内全中学校が

参加した。その中で高富中学校は３年連

続入賞し、山県市らしい地域の食材を使

用した、献立が評価され「ふるさと給食

優秀賞」を受賞した。 
 
≪課題≫ 
●産業課等と連携し、地産地消の推進をさ

らに進めるとともに、安全安心な食材の

確保に努める。 
●朝食欠食や孤食等の食生活の改善を家庭

と一体となって推進する。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策９ 

学校保健の充実

と食育の推進 

 
○健康な心身を

育む学校保健･

食育の充実に

努めます。 

（３）調理場整備推進事業 

・安全性と効率性を大切にして、調

理場の整備を推進します。 
・ウエットシステムの調理場につい

ては、ドライ運用を徹底し、安全管

理に努めます。 
・既存設備の維持管理および点検に

よる不適箇所の早期改善に努めま

す。 

学校 
教育課 

・各学校とも衛生管理研究会

等の際にドライシステム 
運用の再確認を行った。 

・老朽化が進んでいた、調理

場機器の一部を更新した。

（６校） 

≪成果≫ 
○ドライシステム運用の必要性を理解し、

安全管理に対する意識が高まった。 
○調理場機器の一部更新により、衛生面と

安全面の確保等が図られた。 
 
≪課題≫ 
●調理場の残る機器についても、順次対応

していく必要がある。 
また、調理場の衛生面等維持のため、順

次床の修理を行っていく必要がある。 

Ａ  
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施 重点目標 平成２９年度の目標 担当課 

平成２９年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１０ 

学校サポート体

制の充実 

 
○全ての児童生

徒が等しく安

全に学べる教

育環境を創り

ます。 

（１）学校支援員等配置事業 

・各学校の要支援児童生徒の実情に

応じて、全学校に各１名以上かつ

児童生徒１００人に１名の学習支

援員または教育サポーターの配置

を目指し、全ての児童生徒の学業

や生活を支援します。 
・学習支援員等の研修会を企画し、

情報交流や指導法の交流を行い、

支援技能を高めます。 
 

学校 
教育課 

・学習支援員    １２名 

・教育サポーター １０名 

・読書指導員      ８名 

・主任学習支援員   １名 

  ・学習指導に関わる支援

員、サポーターを各学校

１～２名配置した。 

  ・読書指導員を全ての学校

に配置した。 

・教育センターに主任学習

支援員を配置し、指導方法

等の研修を実施した。 

≪成果≫ 

○要支援児童生徒が増加している実態に応

じ、複数の児童生徒に学習支援員が寄り

添い、それぞれの児童生徒の実態に即し

たきめ細かな指導ができた。 

○主任学習支援員による支援の仕方等の研

修会や学校訪問指導を行い、学習支援員

の指導力を高めることができた。 

○複式学級のある小学校に複数配置でき

た。 

 

≪課題≫ 

●有効な支援の在り方の研修を推進し、さ

らに学習支援員の資質向上や支援体制の

強化を図る。 

●小学校英語授業の実施にともない、英語

支援を行う必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施 重点目標 平成２９年度の目標 担当課 

平成２９年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１０ 

学校サポート体

制の充実 

 
○全ての児童生

徒が等しく安

全に学べる教

育環境を創り

ます。 

（２）教育・生活相談員配置事業 

・不登校児童生徒数の出現率の減少

を目指し、教育相談員を配置し、各

学校との連携体制を整備します。 
・児童生徒の実態に応じた学校、家

庭、関係機関等の連携と相談活動

が有効に働くようにするため、生

活相談員の職務内容等について見

直します。 
・教育・生活相談員の実践等を通し

て、学校の教職員の教育・生活相談

にかかわる資質・能力の向上を図

ります。 
 

学校 
教育課 

・主任教育相談員  １名 

・教育相談員    ３名 

 ・学校の実態に応じて教育

相談員を派遣（高富中２

名、美山中に１名配置）し

た。 

・生活相談員     ４名 

 ・電話相談、コスモス教室に

おける指導、学校訪問によ

る指導を実施した。 

・教育センターに主任教育

相談員を配置し、ケース会

議、適切な支援のあり方等

の研修を実施した。 

≪成果≫ 

○学校との情報交流を密にし、学校、保護

者、諸関係機関と指導方法を共通理解し

て、不登校の早期解決・減少を図ること

ができた。 

○高富中央公民館に適応指導教室の分室を

設置し、不登校児童生徒のニーズに対応

した。 

○毎月の研修会で、市内の児童生徒の状況

と今後の方向を話し合い、積極的な相談

体制を進めることができた。 

 

≪課題≫ 

●不登校児童生徒数のさらなる減少のため

に、教職員を対象とした学校環境適応尺

度（アセス）等研修を開催し、教職員及び

相談員の資質向上を図る必要がある。 

 また、幼保・小・中・高と支援が継続して

いく体制を整えていく。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１１ 

緊急事態への態

勢強化を推進 

 
○安心･安全な学

校を目指し、危

機管理･安全教

育を充実しま

す。 

（１）あんしんネットによる登下校

等安全対策事業 

・児童生徒の安全な登下校のため

に、学校関係者への登録を積極的

に進めます。 
・児童生徒の安全確保のために、教

育委員会から一斉に「不審者情報」

や「災害情報」を各小・中学校・保

育園及び保護者、地域ボランティ

アの携帯電話・パソコンに配信し

ます。 
・各小・中学校から「配信元の学校単

位」機能を使って、学校行事や緊急

の連絡等、教職員や保護者に必要

な情報を配信できるよう啓発しま

す。 
 

学校 
教育課 

・携帯電話メールを利用した 
あんしんネットに全保護

者の９８％が登録し、不審

者情報や、学校の行事連絡

等に積極的に利用した。 
・使用頻度は、学校からの配

信において、平成２７年度

は５２９件、平成２８年度

は５５５件、平成２９年度

は６５１件であった。 
 

≪成果≫ 
○市内の不審情報や警報発令時の対応状況

等を素早く周知できた。 
○学級の連絡網を用いた電話連絡に比べ、

スピードや正確さが増した。 
 
≪課題≫ 
●配信する際の操作方法を全職員が理解し

操作できるようにし、緊急の場合に備え

る。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１１ 

緊急事態への態

勢強化を推進 

 
○安心･安全な学

校を目指し、危

機管理･安全教

育を充実しま

す。 

（２）生徒指導連携強化事業 

・生徒指導連携強化委員会を年９回

開催し、９小学校と３中学校と高

等学校の生徒の様子について交流

し、課題を明確にして生徒指導の

方向性を検討します。 

・生徒指導連携強化委員会研修会

（関係施設見学・講演等）を年１回

開催し、生徒指導についての最新

の知識や指導法を学びます。 
・小中高研究部会を年３回開催し、

９小学校と３中学校と高等学校の

生徒の様子について交流し、課題

を明確にして生徒指導の方向性を

検討します。 
 

学校 
教育課 

・年９回生徒指導連携強化委

員会を開催し、各学校、各

機関との連携を図った。 
・研修会では８月２３日に岐

阜地方検察庁を訪問した。 
・小中高、各１回ずつ授業参

観を行い、その後、生徒指

導交流を行った。 

≪成果≫ 
○各学校の情報交流をすることで、市内の

生徒指導について共通理解することがで

きた。 
○青少年育成推進員など地域の方々と情報

交流を図る場を位置付けることができ

た。 
○小・中・高校の授業参観を行うことで、 
 異校種の実態について知ることができ

た。 
 
≪課題≫ 
●小・中・高校の連携にとどまらず、幼・保

との連携についても強化していく必要が

ある。そのために市内の学校等の関係職

員が市内の状況を共有できる情報交流会

を定期的に開催する必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１１ 

緊急事態への態

勢強化を推進 

 
○安心･安全な学

校を目指し、危

機管理･安全教

育を充実しま

す。 

（３）いじめ防止対策推進事業 

・各学校のいじめの実情に応じて、

具体的な取組や対応、評価につい

て検討し、いじめ基本方針の見直

しや改善をします。 
・校内のいじめ未然防止対策委員会

の体制の整備や保護者や関係機関

の連携を強化します。 
・具体的ないじめ事案について全教

職員が研修し、積極的な生徒指導

力を培うとともに共通理解・共通

行動を図ります。 
 
 
 
 

学校 
教育課 
 

・懇談会等において積極的に

いじめ基本方針を周知す

るとともに、年度末の策定

委員会等において見直し

や改善を図った。 
・いじめ未然防止対策委員会

を定期的に行い、実態把握

を行った。 
・スクールカウンセラー等を

活用した研修を各校にお

いて行った。 
・あったかい言葉がけ運動へ

の参加など、あたたかい人

間関係づくりの教育が進

められた。 

≪成果≫ 
○いじめ未然防止対策委員会が定着し、職

員の共通理解・共通行動を進めるための

中核として機能している。 
○国、県のいじめの防止等のための基本方

針の改定を踏まえ、各学校のいじめ防止

基本方針の改定を実施した。 
○二者懇談を行うなど、児童生徒の実態把

握に努めたり、アンケート調査を定期的

に行ったりするなど、未然防止の取り組

みを積極的に行うことができた。 
○各校の実態に応じた現職研修を行うこと

で、共通理解・共通行動を図ることがで

きた。 
○いじめの認知件数は平成２８年度の４１

件から平成２９年度は３０件に減ってい

る。２１件は解消し、９件が解消に向け

て取組中という結果であった。「いじめみ

のがし０」を合言葉にし、小さなトラブ

ルも見逃さない姿勢と解消に向けてチー

ムで対応する学校体制が定着してきてい

る。 
≪課題≫ 
●特にインターネットや携帯電話などによ

る誹謗中傷等の事案（中学校は半数）が

増加している。未然防止に向けた取組に

ついて、さらに実践していく。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１２ 

乳幼児期からの

家庭教育の推進 

 
○家族ぐるみの

楽しい家庭教

育の在り方を

啓発します。 

（１）家族ぐるみの子育て実践事業 

・全ての保育園・小・中学校において

家庭教育学級を開設し、参加者を

積極的に募ります。 
・家庭教育学級を保護者の学習の

場、保護者同士の交流の場として

位置づけ年間計画を立て計画的に

開催します。 
・福祉課主管の子育てネットワーク

協議会と情報交換等を行います。 
・子育てネットワークを基盤にした

「家庭教育支援チーム」の立ち上

げに取り組み、家庭教育に関する

支援体制を整える。 
 

生涯 
学習課 

・家庭教育学級 
保育園･･･・・７園 
（平均３．１回） 
小中学校･･･１２校 
（平均７回） 

 

≪成果≫ 
○親子と一緒に楽しむ内容のものが多く、

「親子DE ダンス」「親子で一緒に楽しい

片付け」など家庭でも取り組める内容の

講座が多かった。 
○夏休みや長期休暇期間中に「在宅取り組

み型」の講座（例：話そう！語ろう！わ

が家の約束など）を企画し、自宅にいな

がら取り組める環境を作ることで、参加

率を高めることができた。 
○「食育」「防災」「情報モラル」など保護者

の学びの場や「バランスボール」「フラワ

ーアレンジメント」などの体験講座で保

護者同士の交流の場など、年間計画を立

て計画的に開催することができた。 
 
≪課題≫ 
●特に父親や祖父母も参加できる講座を開

講し、家庭教育を家族で取り組めるよう

進めていく。 
●組み合わせ（例：講演型+サロン型など）

を使って内容の充実を図るとともに、特

に組み合わせやすい「サロン型」を入れ

て、保護者同士の交流を増やす。 
●子育て支援ネットワークを基盤とした

「家庭教育支援チーム」を立ち上げ、家

庭教育に関する支援体制が整えられるよ

う進めていく。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１２ 

乳幼児期からの

家庭教育の推進 

 
○家族ぐるみの

楽しい家庭教

育の在り方を

啓発します。 

（２）放課後子ども総合プラン推

進事業 

・やまがた子ども文化クラブによ

る放課後子ども教室を継続しま

す。また福祉課と教育委員会が

連携し、放課後子ども総合プラ

ン事業の推進を図ります。 
・放課後児童クラブが開設された

小学校での放課後子ども教室の

在り方を検討し実施につなげる

ため、学校教育課と調整を行い

ます。 

生涯 
学習課 

放課後子ども教室 
・総合プランによる教室 

1 校 9 回 
伊自良南小学校 

延べ 178 人 
・文化クラブによる教室 

2 校 6 回 
高富・富岡小学校 

延べ 327 人 
 
子どもの居場所づくり 
・土曜教室(文化クラブ) 

9 教室 37 講座 
9特別講座 4イベント 

高富・伊自良中央公民館(2) 

高富・富岡・梅原・桜尾・大

桑・西武芸・北武芸地区公民

館(7) 

延べ 3,111 人 

≪成果≫ 
〔放課後子ども総合プラン〕 
○総合プランによる放課後子ども教室につい

ては、小学校との連携を図り、子どもたちへ

の地域社会人講師による学習支援を実施す

ることができた。 
〔子ども文化クラブ〕 
○子どもたちの安全安心な放課後の居場所（活

動拠点）づくりができた。 
○さまざまな体験を通して、異年齢及び世代間

のふれあいや地域社会とのつながり・交流が

できた。 
○指導者等にとっては、「地域の子どもは地域

で育てる」連帯感のあるまちづくりへの参画

や学んだことを生かす喜びの場ができた。 
 
≪課題≫ 
●放課後子ども総合プランにおける子ども教

室を増加・推進するにあたり、子ども文化ク

ラブとの調整や放課後児童クラブとの連携

のあり方の検討や、指導者・コーディネータ

ー等の人材確保と実施体制の充実を図る必

要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１３ 

青少年健全育成

の推進 

 
○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。 

（１）青少年健全育成事業 

・地域住民、学校、関係機関・団体と

の連携強化による青少年の健全育

成運動を積極的に推進します。 
・心豊かな明るい家庭づくりを推進

します。 
・青少年の健全な団体活動、社会参

加活動を促進します。 
・青少年の健全な社会環境づくりと

いじめや非行の防止に努めます。 

生涯 
学習課 

山県市青少年育成市民会議

が開催した主な事業 
・総会 １５０名 
・少年の主張大会 １９０名 
・青少年育成推進大会 
・中学生と市長と語る会 
・青少年の非行被害防止全国

強調月間に伴う街頭啓発 
・電柱に「いじめ防止」を訴

える標語看板の設置 
  H30年3月時点 ３箇所 
・各小学校区青少年健全育成

活動の促進 
・地域活動への小中学生の参

画（伊自良夏祭り、夏の集

い等） 
 

≪成果≫ 
○青少年の現状と課題について、ＰＴＡ連

合会をはじめ青少年育成関係団体との情

報共有に努め、青少年健全育成事業の充

実を図った。 
○各小学校区における青少年と地域住民が

交流する機会を設け、相互理解を深める

ことができた。 
○地域活動に小中学生の参画が得られた。 
○少年の主張大会については、圏域及び県

大会を見据えた市大会に取組み内容を変

えることができた。 
 
≪課題≫ 
●小学校区単位での青少年健全育成事業の

充実度に地域格差がある。 
●大会等により多くの市民が参加してもら

えるよう促す工夫が必要である。 
●各種団体等の行事やイベントなどが時期

的に集中するため、関係団体間の行事等

の情報共有が必要である。 
 
 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１３ 

青少年健全育成

の推進 

 
○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。 

（２）成人式開催事業 

・実施する年度中に２０歳を迎える

人をお祝いするため、市としての

式典及び実行委員会による記念パ

ーティーを行います。 
・広報やまがた等を活用して、実行

委員会委員の募集を行います。 
・厳粛なうちにも新成人が親近感を

もつよう、今後も実行委員による

パーティーを企画します。 

生涯 
学習課 

成人式の内容 
・記念式典 
・記念写真撮影 
・記念パーティー（中学校恩

師との歓談） 
＜参加者＞ 
・対象者：２９５人 

市内在籍（外国人含む） 
・出席者：２３１人 
・出席率：７８．３％  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪成果≫ 
○成人となった自覚と、責任ある行動を取

ることに対しての意識を高めることがで

きた。 
 
≪課題≫ 
●成人式実行委員の確保が困難である。 
●実行委員による企画や司会進行が行える

よう内容を工夫する必要がある。 
●まちづくり企業支援課と協力して、成人

式出席者へ向けて市の魅力をＰＲする場を

設定するよう検討する。 
●成人年齢が 2022(平成 33)年 4 月 1 日か

ら 18 歳に引き下げられることから、今後の

成人式のあり方を含め、平成 33 年度の成人

式の会場確保や時期等の検討していく必要

がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１４ 

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進 

 
○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。 

（１）生涯学習関係団体育成･支援事

業 

・各団体が自主的に運営や活動がで

きるよう指導・助言体制を整備し

ます。 

・各団体・各会員の学習意欲を満た

すことができる適切な指導者を紹

介できるよう支援体制を強化しま

す。 

・該当団体と行政や他団体がスムー

ズに連携できるよう助言します。 

生涯 

学習課 

・子ども会育成協議会の夏休

み巡回映画会の開催や子

ども会インリーダー研修

会・育成指導者研修会での

助言・指導を行った。 

・ＰＴＡ連合会の役員研修会

等研究大会での発表会へ

の指導・助言を行なった。 

・１１月に青少年育成市民会

議とＰＴＡとの合同研修

会を開催した。 

・県や地区組織等の上部組織

の会議研修会への積極的

な参加、連携と研鑽、親睦

を図った。 

≪成果≫ 

○子ども会、ＰＴＡ等の活動への指導・助

言を行い、事業が円滑に実施することが

でき、会の発展と会員相互の理解、親睦

が図れた。ＰＴＡ研修会への青少年育成

関係者の参加が得られたほか、両組織の

合同会議の充実を図ることができた。ま

た、県等の上部組織との連携等も図るこ

とができた。 

◯研修会を開催することで、インリーダー

や育成指導者の交流を図ることができ

た。 

 

≪課題≫ 

●各団体の活動内容の積極的なＰＲ等手法

の工夫を行うとともに、より多くの会員

の参加を促すため、事業内容の見直しも

含めた検討を行う必要がある。 

●研修会や行事への参加者が年々減ってきて

いるため、いかにして参加を促すか工夫す

る必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１４ 

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進 

 
○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。 

（２）公民館活性化事業 

・文化創造・地域づくりのために、

市民の要望を踏まえた公民館講

座の開設を図ります。 
・サークル活動が充実できるよう

登録団体は施設利用料を無料に

するなど支援を継続します。 
・公民館長・主事のスキルアップ

をめざす館長・主事会を開催す

ると共に広域で開催される研修

会に参加します。 
・美山中央公民館（ホール）は、

多くの研究大会、講演会、芸能

発表会などが開催されるため、

音響の設備の充実を図り、利用

団体等に呼びかけ操作技術講習

会を行う。 
・地区公民館トイレの洋式化改修

工事を継続し実施します。 
 

生涯 
学習課 
 

・公民館講座を開設し、文化と

教養を高めた。 
・自主活動する市民団体や講座

から移行したサークルが公民

館の登録サークルとなり活動

し、文化祭などで発表した。 
・公民館ごとに地域住民や利用

団体と共に学習発表会、地域

づくりの盆踊り大会や、山登

り・鱒のつかみどりなどを実

施した。 
・職員資質向上と公民館相互理

解のため各種研修会への参加

と、館長・主事会及び運営審

議会・運営委員会・協議会を

開催した。 
・美山中央公民館は、音響設備

改修工事第 2 期のアンプ・ス

ピカー改修工事を実施し、第

１期の改修と共に音響システ

ムの最適化ができた。 
・トイレ改修は、富岡公民館２

階男女各トイレの１箇所と富

波公民館の 1 階男女兼用トイ

レの１箇所を洋式化した。 

≪成果≫ 
○公民館活動で利用団体の構成員が自己研

鑽と仲間作りができ、余暇時間を活用で

きた。また、学んだことを地域交流に役

立て、地域リーダーとなった。 
○中央公民館運営審議会・地区公民館運営

委員会（協議会）を開催することにより

出席した委員の所属する団体への理解と

協力が得られた。 
○館長・主事会を年間５回開催し、公民館

業務を理解し、新規事業の企画ができる

主事ができた。 
○地域の状況に合わせた公民館づくりとし

て、北山公民館で高齢者のインターネッ

ト活用の普及を試み少数の利用があっ

た。 
≪課題≫ 
●講座の受講生は、募集だけで集まらない。

各主事が口コミで広めるなどの熱意ある取

り組みが必要になる。 
●福祉課、総務課（自治会担当）等他部署との

連携を深めていく必要がある。 
●防災への取り組みを検討する。 
●過疎、高齢化する地域の実情に応じた公民

館のあり方を検討する。 
●トイレ改修は、予算付けが遅れ年次計画

に基づく改修が行われてない。 

Ｂ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 

平成２９年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

推進 

 
○だれもが気軽

にスポーツを

楽しむことが

できる環境を

整備します。 
 

（１）健康スポ－ツ推進事業 

・市民の一層の健康増進を図る為

と、少年スポーツの推進の為、社会

体育施設及び学校開放施設を無料

で使用してもらい、健康寿命の増

進・体育施設の有効利用を図りま

す。 
・近年の高齢化社会に対応した健康

づくりの面からも、レクリエーシ

ョン的な運動プログラムの実践を

図ります。体育協会や体育振興会

との連携を強化します。 
・スポーツ吹矢の PR 強化のため、

各地区体育振興会等への出前講座

事業を展開します。 

生涯 
学習課 

・市民の健康増進・維持を図

るため、市主催によるラジ

オ体操・みんなの体操会を

各地区体育振興会と協働

し、市内９会場で開催し

た。 
参加者 １，９００名 

・地区体育振興会、地区公民

館発表会へスポーツ吹矢

の出前講座を実施した。  
  市内３会場（梅原、大桑、

伊自良地域）  

≪成果≫ 
○学校開放施設及び一部社会体育施設の無

料化を引き続き実施することにより、運

動への関心と交流が図られ、利用者が増

加した。 
○夏期に実施するラジオ体操会の定着化を

更に図ることができた。 
○新たな軽スポーツメニュー（スポーツ吹

矢）のPR 実践を図ることができた。 
 
≪課題≫ 
●レクリエーション行事への参加者を年々

増やし、市民の健康寿命延伸の普及に努

めるとともに、新たな軽スポーツメニュ

ー（スポーツ吹矢等）の普及を進める必

要がある。 

Ａ 

（２）全国大会等出場応援事業 

・全国大会等出場応援金事業につい

て、幅広く市民の方に周知徹底を

図るとともに、出場選手について

も、広報等に掲載していきます。 

生涯 
学習課 
 

【発行枚数】 ２，９０５枚 

【申請者数】       ６８組 

 内訳：スポーツ系 ６６組 

    文化系      ２組 

（個人・団体含む） 

 

≪成果≫ 
○スポーツ大会のみならず、文化系大会の

出場者の申請もあり、選手の活躍に貢献

できた。 
 
≪課題≫ 
●全国大会等出場応援金事業について、市

ＨＰや広報などで市民の方への周知徹底

を図る必要がある。 
●校長会などで市内各小中学校へ周知徹底

を図る必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 

平成２９年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

推進 

 
○だれもが気軽

にスポーツを

楽しむことが

できる環境を

整備します。 

（３）体育施設管理・建設事業 

・社会体育施設や学校開放施設

のさらなる積極的活用を推進

します。 
・施設利用マナーの向上を図り

ます。 
・社会体育施設を定期的な点検

を実施し、予算的に対応可能

なものについては、速やかに

修繕修理を実施します。 

生涯 
学習課 

・社会体育施設及び学校開放施

設の計画的な貸し出しを実

施した。 
・６月に利用者による体育施設

の清掃ボランティア活動を

実施し、当該年度から社会体

育施設は指定管理者が、学校

開放施設は教育委員会主催

で実施した。 
 

≪成果≫ 
○施設の無料化により利用者が増加し、スポ

－ツを通じた市民の交流や生涯スポーツの

振興に貢献できた。 
○一年を通じてマナー徹底の呼びかけをした

こともあり、学校からの報告は抑えられた。 
〇予算の範囲内で、速やかな施設修繕ができ

た。 
≪課題≫ 
●火災予防条例等法令に基づく危険物持込禁

止や、使用マナーに関する表示等を実施し

ていく必要がある。 
●施設の老朽化により今後、修繕修理の経費

が増大することが見込まれるため、計画的

な改修計画が必要である。 

Ａ 

（４）体育施設指定管理事業 

・ＮＰＯ法人たかとみスポーツ

クラブを指定管理者として、

利用者のサービス向上に努め

るため、定期的に管理・運営状

況を把握し、指定管理事業が

適切に執行されるよう努めま

す。 
・指定管理施設の修理・修繕等、

ＮＰＯ法人たかとみスポーツ

クラブと連携して、使いやす

い環境整備・運営に努めます。 

生涯 
学習課 

・本年度も市総合体育館をはじ

めとする市内社会体育施設

について、ＮＰＯ法人たかと

みスポーツクラブを指定管

理者とし、施設の維持管理を

委託した。 
・管理運営状況を把握するた

め、月１回の合同会議や市内

社会体育施設の管理状況を

把握するための現地視察を

実施した。 

≪成果≫ 
○指定管理者制度によりサービスの向上が図

られ、過去最高の売上収入を確保すること

ができた。 
○施設の利用状況及び修理・修繕等の情報を

共有することができ、早期の修繕・改修に

努めることができた。 
 
≪課題≫ 
●施設の老朽化等により、修繕費が増加傾向

にある。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

推進 

 
○だれもが気軽

にスポーツを

楽しむことが

できる環境を

整備します。 

（５）スポーツ関係団体育成・支援

事業 

・市スポーツ推進委員を中心に、市

スポーツイベントの企画・運営、さ

らに地域におけるスポーツ振興等

の指導助言を充実します。 
・近年の高齢者社会に対応した健康

づくりの面からも、体育協会や体

育振興会との連携を強化します。 
・市民が希望するスポーツ活動に積

極的に参加できる環境を整備し、

誰もが『気軽に実践できる運動プ

ログラム』の実践を図ります。 

生涯 
学習課 

・市体育協会による市民スポ

ーツ大会、ジョギング大会 
を開催した。 
10/22 市民スポーツ大会 
ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、卓球、

剣道 参加者 計３４９名 
※当日雨天により、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、テニ

ス、陸上、スポ少・ｿﾌﾄﾃﾆｽ、サッカ

ー、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌの８競

技は中止。 

3/10 ジョギング大会 
参加者 計１，３００名 

・市民の健康・体力づくりを

目標に春と秋の２回、ウォ

ーキングイベントを実施

した。（4/8、11/3）秋のウ

ォーキングイベントでは、

鷹匠イベント、大桑城登山

も併せて実施した。 
  参加者 計４００名 
・市レクリエーション協会と

協力し、レクリエーション

フェスティバル２０１７

を開催した。（10/29） 
 種目：卓球ﾊﾞﾚｰ、スポーツ

吹矢、ﾊﾟｯｸｲﾝ 25、ﾗﾀﾞｰｹﾞｯ

ﾀｰ等 参加者 １５０名 

≪成果≫ 
○スポーツ人口の拡大と、健康増進及び市

民相互のコミュニケ－ションが図られ

た。 
○健康寿命の延伸を目標に、スポーツ推進

員による「ウォーキングイベント」を春

と秋に開催し、昨年度並みの参加者を確

保することができた。 
○秋のウォーキングイベントで鷹匠イベン

ト、大桑登山を実施し、参加者に鷹と土

岐氏の歴史的な繋がりを感じてもらうこ

とができた。 
 
≪課題≫ 
●スポーツイベント等の内容をさらに充実

し、各イベントのリピーターを増やして

いく必要がある。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

推進 

 
○だれもが気軽

にスポーツを

楽しむことが

できる環境を

整備します。 

（６）総合型地域スポーツクラブ育

成・支援事業 

・小学生スクール（１１種目）、中学

生スクール（１４種目）、スポーツ

広場（９種目）の充実をはかり、そ

の他四季にあったクラブイベント

を実施します。 
・年３回（前期・中期・後期）に分け

て、成人、中学生、小学生の３階層

ごとに開催するスポーツ教室を充

実させます。 
・伊自良地域や美山地域でも活動で

きるよう環境を整備します。 
 

生涯 
学習課 

・会員………１，１９７名 

・登録指導者……１２５名 

・スクール事業 

（小）１０１目 

（中）１４種目 

 延べ２４，３５８人参加 

・スポーツ広場事業 

 ９種目 

延べ１２，３０８人参加 

・スポーツ教室事業 

 ２０講座  

延べ   ５，７５９人参加 

・スポーツイベント事業 

 ７事業  

延べ  ８０８人参加 

 

≪成果≫ 
○多様なニーズに対応した魅力ある事業を

展開し、スポーツ振興や多世代による交

流を推進することができた。 
○ＮＰＯ法人たかとみスポーツクラブ指導

者と部活動顧問が連携し中学校へ指導者

を派遣することができた。 
 
≪課題≫ 
●指導者の確保・養成を図り、及び市民の

ニーズに合った事業を展開していく必要

がある。 

Ａ 
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様式第２号             事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１６ 

文化芸術活動基盤の充

実と活動の推進 

 

○施設を最大限に活用

し、市民のニーズに合

わせた活動を推進し

ます 

（１）文化の里花咲きホー

ル活用推進事業 

・各種コンサート・公演によ

る市民への芸術鑑賞機会

の提供 

・小学校や保育園等、地域へ

アーティストを派遣する

アウトリーチ事業の開催 

・ホールでのワークショッ

プ事業による住民の芸術

体験等の提供 

・ボランティア組織を充実

し、ホールの円滑な事業推

進を図ります。 

 

生涯 
学習課 

■鑑賞事業 

・和太鼓      318名 

・ポップス&クラシック 

(ﾌﾙｰﾄ・ﾋﾟｱﾉ・ﾎﾟｯﾌﾟｽ）145名 

・クラシック（ﾊﾞｲｵﾘﾝ・ﾋﾟｱﾉ） 

          113名 

・クラシック（ﾏﾘﾝﾊﾞ・ﾄﾗﾝﾍﾟ

ｯﾄ・ﾋﾟｱﾉ）     177名 

・クラシック（奏春2018） 

          147名 

■市民参加・体験事業 

・オリジナル演劇 

「やまがた日記」（２日開催）

公募出演者､ｽﾀｯﾌ 24名参加 

254名 

・「第13回花咲きｺﾝｻｰﾄ」 

市民による第九合唱 公募

合唱団員51名参加  286名 

■芸術の宝箱事業 

（小・中学校・保育園ｱｳﾄﾘｰﾁ） 

・和太鼓  ・ダンス 

・クラシック(ﾌﾙｰﾄ・ﾋﾟｱﾉ) 

・クラシック（ﾊﾞｲｵﾘﾝ・ﾋﾟｱﾉ） 

・クラシック（ﾏﾝﾄﾞﾘﾝ・ﾄﾗﾝﾍﾟ

ｯﾄ・ﾋﾟｱﾉ） 

小学校９校・中学校1校 

保育園５園延べ1,332名 

 

≪成果≫ 

○アウトリーチ事業 

市内の園児や児童に対し、質の高い芸術を

間近で体感する機会を提供、豊かな人間性

や感性を涵養することができた。 

○ホール公演事業 

公演のみではなく、アウトリーチと連動し

た公演により、一流アーティストの質の高

い公演鑑賞に繋げることができた。 

また、小さな子供にも楽しんで頂けるよう

ホール内にジョイントマットを敷き、身近

で音楽を感じてもらうなど、好評を得るこ

とができた。  

○市民参加事業 

 オリジナル演劇及びボランティア企画に

よる花咲きコンサートは多くの市民の参

加を得て開催することができた。 

 

≪課題≫ 

●地理的（伊自良地域）な要因と周知（ＰＲ）

不足から公演の集客に苦戦をしている。 

市民のニーズに応えた魅力ある事業の提

供と、文化芸術活動を推進すると共にイベ

ントの積極的なＰＲを行い、集客の増加と

利用率の向上を図る。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１６ 

文化芸術活動基

盤の充実と活動

の推進 

 
○施設を最大限

に活用し、市民

のニーズに合

わせた活動を

推進します。 

（２）古田紹欽記念館活用推進事業 

・日本文化や地域文化（偉人の顕彰

等含む）、禅（哲学）に関わる特別

展を開催し、市及び館の魅力を情

報発信します。 
・市民茶会や講演会・コンサート、も

のづくり講座等イベントを開催

し、新規来館者の開拓や集客に努

めます。 
・茶道ボランティア組織を充実し、

ボランティア主体による市民茶会

等積極的な活用を図ります。 
・図書館情報システム等の導入によ

り、貴重な蔵書の公開を積極的に

進めます。 
・紹欽が愛した墨色の世界をテーマ

に水墨画の魅力を発信します。 

生涯 
学習課 

・広報を通じて偉人の紹介・

顕彰や、紹欽氏の教えを紹

介し、市民への情報発信を

図った。 
・開館中は常時抹茶体験を実

施し、日本文化に触れる機

会を設けた。 
抹茶体験者数 平均 

     … 107 件／月 
・集客を図るため、市民茶会

や好日会イベント、ものづ

くり講座、雑学講座等を実

施した。 
 来館総数  …5,576 人 
 (内イベント参加数204人) 
・茶道ボランティア会員主体

によるミニ茶会を毎月開

催した。 
・水墨画をテーマに、10 月に

特別講演、9 月には伊自良

北小学校で水墨画に親し

むアウトリーチ事業を実

施した。また、3 月の伊自

良農産物直売所リニュー

アルイベントでは、水墨画

授業等のパネル展示を行

った。 

≪成果≫ 
○常設・特別展示や抹茶体験を通じて、日

本文化や郷土ゆかりの先人の功績を紹介

し、来館者が文化に触れる機会を増やす

ことができた。 
○２回目となった水墨画授業や講座では、

描く題材や講演の内容を前回と変え、改

めて興味を示す方が多かった。特に子供

の水墨画講座では、実際に描くことで五

感を使い水墨画の良さを感じ、墨につい

て感心を持つ機会となった。また、講座

は、「雪舟と雪村」２人の作品に焦点を絞

り、室町期の水墨画について、より発展

した内容を学ぶことができた。 
伊自良農産物直売所リニューアルイベ

ントで、水墨画等のパネル展示を行い、

広くＰＲすることができた。 
≪課題≫ 

●古田紹欽氏が学んだ「禅」「仏教哲学」を

一般的に分かりやすく、パネル展示や講

座などで示し、広く市民が古田紹欽氏の

功績を理解できるよう努める。 

●茶道ボランティア組織が、単なるイベン

ト協力ではなく、主体性ある市民団体と

して活動できるよう機会を増やす。 

●イベントや展示時期に拘らず、普段から

気軽に来館してもらえるよう、貸し館や

記念館自体の広報を積極的に行う。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１７ 

市民の読書活動

の推進 

 
○子どもから大

人まで、読書に

親しむ環境を

整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）図書館運営の拡充事業 

・新刊図書の購入、寄贈、他館との相

互貸借により、図書貸出しサービ

スの充実を図ります。 
・子どもの読書活動推進計画で計画

されているように、小･中学校と連

携を密にし、図書館･学校･地域が

一体となって、子どもの読書向上

につながる活動の推進を図りま

す。 
・美術館･歴史民俗資料館を併設す

る複合施設の利点を活かし、様々

なイベント等を開催し、学習の場、

憩い場として相互利用を促進しま

す。 
・調べ学習や読書等の利用者が長時

間滞在できるよう、魅力ある施設

の環境づくりを進めます。 

生涯 
学習課 

・新刊図書の購入、寄贈、相

互貸借等の貸出サービス

の充実 
  新刊購入  ３,４２６点 
  寄贈 他  １,２００点 
  相互貸借 
   借受      ４０５冊 

貸出      １２５冊 
・みやまジョイフル倶楽部で

民俗資料を活用した昔の

遊び体験イベントを実施

した。 
・夏季休暇期間に開館時間を

１時間延長し午後６時ま

で開館した。 
・学校図書担当者との交流会

を開催した。 
・第２次子どもの読書活動推

進計画を策定。 
 

≪成果≫ 
○新刊の定期的な購入及びリクエスト資料

の購入並びに他館との相互貸借を積極的

に行い利用者ニーズに応じたサービスを

提供することができた。 
○小学校２年生が施設めぐりの一環で図書

館見学に訪れることにより、図書館に関

心を持ち、家族と一緒に足を運ぶ子ども

が増えた。 
○民俗資料を活用したイベントの開催によ

り、世代間交流を図ることができ、参加

者から好評であった。 
○学校図書館担当者との交流会により、双

方の関わり方について話し合うととも

に、学校で希望する図書の選考・購入が

できた。 
 
≪課題≫ 
●貸出人数、冊数とも減少しており、相互

貸借の利用についても同様である。固定

化した利用者からのリクエストに応える

だけでなく、新たな利用者の獲得のため

気軽に利用でき、新たな分野への興味が

湧くような空間作りや働きかけが必要で

ある。 
●図書館及び美術館、特に歴史民俗資料館

の利活用の具体な検討が必要である。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１７ 

市民の読書活動

の推進 

 
○子どもから大

人まで、読書に

親しむ環境を

整備します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）読み聞かせ教室の開催事業 

・納涼読み聞かせ等の創意工夫を凝

らした読み聞かせの取組を行いま

す。 
・ものづくりや遊びを取り入れた親

子で楽しめる読み聞かせ講座を実

施します。 
・家庭での読み聞かせを推進するた

め、絵本を充実するとともに展示

等を通して貸出利用を促進しま

す。 
・読み聞かせイベント開催等の広報

活動を充実します。 

生涯 
学習課 

・読み聞かせボランティアの

協力のもと絵本等の読み

聞かせを実施 
 本館 

実施     ５０回 

参加者   ３６８人 

げんきはうす 

 実施     １１回 

 参加者   １１５人 

・民俗資料展示室をおばけ屋 

敷に見立てて納涼読み聞 

かせ会を開催した。 

・乳幼児の親子対象に、絵本

の楽しさを知ってもらう

ため、リズムに合わせた読

み聞かせ、制作を行う教室

を実施した。 
  実施       ４回 
   参加者    １６６人 

・親子読書室等におすすめの

絵本を展示するとともに、

親しみやすい環境づくり

に心がけ、職員が工夫を凝

らし部屋の飾りつけ等を

毎月実施した。 

・イベントの開催を広報紙や

ホームページでＰＲした。 

≪成果≫ 
〇毎週土曜日のおはなしひろばの他、夏休 
み期間中には会場の雰囲気づくりにも工 
夫を凝らした「こわ～いおはなし会」を 
開催。親子で楽しむ参加者が多かった。 

○おすすめ絵本の展示など、親しみやすい 
環境づくりとして、親子読書室の飾り付 
けを毎月変更し、利用者から好評である。 

 
 
≪課題≫ 
●読み聞かせを目的に来館する利用者もあ

るがごく少数である。一方で体を動かす

遊びや制作を取り入れている乳幼児教室

は参加者が多く好評である。 
本を読むことだけではない付加価値的な

要素が図書館には期待されていることを

踏まえた事業展開が必要である。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１８ 

文化財や伝統芸

能等の継承推進 

 
○市民のかけが

えのない財産

を学び、次世代

に継承します。 

（１）文化財保存事業 

・文化財の調査･研究の推進や、市

民への文化財情報の積極的な提

供に努めます。 
・地域の伝統芸能や伝統行事の継

承と振興を図るために、文化財

保存団体が行う後継者育成や公

開の充実に向けた取組を支援し

ます。 
・文化財を活用した教育普及活動

の充実を図ります。 
・伝統芸能をまとめた保存版の冊

子を作成します。 

生涯 
学習課 

・Ｈ２７～２９年度までの民俗

調査の成果（民俗芸能及び民

俗行事１１６件）を無形民俗

文化財調査報告書として編

集・刊行した。総頁数５３０

頁３００部 
・文化財保存活用事業の重要無

形民俗文化財舞台公演事業と

民俗文化財調査研究の実施の

ため、事業主体となる実行委

員会に補助金を交付した。 
   舞台公演・民俗調査記録

上映会 参加団体６団体 
       来場者２１０名 
・指定重要文化財「白山神社拝

殿」防災設備管理事業に対し

補助金を交付した。 
・市重要無形民俗文化財等の保

存団体の保護継承活動に対し

補助金を交付した。 
・民俗資料活用事業(餅つきと昔

遊び)を実施した。 
       参加者８０名 
・開発事業に伴う試掘調査を実

施し、周知の埋蔵文化財包蔵

地内での遺跡の範囲内容確認

を実施した。 

≪成果≫ 
○芸能の所作や行事の手順等を詳細に忠実

に記録した無形民俗調査報告書を刊行

し、芸能や行事の適切な継承や後継者の

育成に大きな力を発揮するものと考えら

れる。 
○文化財保護・保存団体の活動の活性化を

促進し、地域文化の保護継承の一助とな

った。 
○民俗資料活用事業(餅つきと昔遊び)を市

民ボランティア協力の下、企画・実施し、

市民が本市の歴史と文化への理解を深め

る契機となった。 
○文化財保護法に基づく発掘調査を実施

し、埋蔵文化財の範囲内容が確認でき、

事業者への適正な指導を行うことができ

た。 
 
≪課題≫ 
●歴史民俗資料館の展示内容が合併以前か

ら変化がなく、魅力ある“山県市仕様”の

ものに替え、資料館の利活用も考慮し、

充実を図る必要がある。 
●民俗資料等の更なる活用にも力を入れる

必要がある。 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１９ 

国際理解教育の推進 

 
○多文化共生社会を

目指し、国際感覚を

磨きます。 

（１）青少年の海外派遣事業 

・アメリカ合衆国オレゴン州フ

ローレンス市との友好都市提

携に基づく交流を見直し、青

少年の育成に主眼を置いた新

しい派遣のあり方を模索す

る。 
 

生涯 
学習課 

・市としての派遣事業は実施し

なかったが、国や県、公益財

団法人主催の青少年派遣事

業を広報に掲載し、市民に対

して周知を図った。 

≪成果≫ 
○市青少年派遣事業は実施しなかった

が、国等の青少年派遣事業の広報掲載

により啓発はできた。 
 
≪課題≫ 
●フローレンス市との交流及び国際交流

事業のあり方等を検討する必要があ

る。 
 

Ｄ  

（２）国際交流員受入事業 

・フローレンス市との友好都市

提携に基づく交流を見直しに

伴い、フローレンス市からの

国際交流員招聘に対し廃止も

含めた見直しを検討する。 
 
 
 

生涯 
学習課 

・国際交流員をフローレンス市

以外の外国人でも採用可能

となるよう関係要項を見直

した。 
・平成 28 年度から国際交流員

を採用していないが、ＡＬＴ

講師による英会話教室を年

間通して３講座実施した。 
  参加者 ３講座３３名 

≪成果≫ 
○国際交流員の採用はしなかったが、Ａ

ＬＴ講師による英会話教室を開催し、

身近に英語に触れ、外国人との文化の

共有、交流促進が図れた。 
 
≪課題≫ 
●事業の見直しについて、検討する必要

がある。 
●県国際交流員や県下大学に所属する留

学生などを招聘し、国際交流の体験型

イベントなどを企画する。また、山県

市ホストファミリーの会の活動にもつ

なげることで国際交流の活性化を図

る。 
 

Ｄ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進 

■主要施策２０ 

学校における人

権教育の推進 

 
○全教育活動を

通し、人権尊重

の精神がみな

ぎる学校をつ

くります。 

（１）学校人権教育推進事業 

・全教育活動で、道徳・人権問題を含

めた『心にひびく教育』を推進しま

す。 
・同和問題・人権問題に関する研修

や広報活動を充実します。 
・「ひびきあいの日」事業を実施し、

学校・保護者・地域の方々とともに

地域ぐるみの人権教育に努めま

す。 
 

学校 
教育課 

・人権教育研修会を年間３回

実施した。 
・市内教職員を対象とした人

権講演会を開き、人権同和

問題に関する研修を充実

させることができた。 
 演題「いじめ･キレる子ど

もの目線 ～親が見落と

す１０代のＳＯＳ～」 
 講師 笹岡郁子 氏 
・各学校の人権教育の取組や

成果や課題をまとめた冊

子を製作することができ

た。 
・全学校が「ひびきあいの日」

を実施し、地域、学校、家

庭が一体となった人権教

育の推進に努めた。 
 

≪成果≫ 
○自己有用感の推進を重点として取り組

み、各校の取り組みを交流するとともに、

各校の取り組みに生かすことができた。 
○ひびきあいの日で授業公開を行ったり、

各学校行事等の活動を地域に向かって発

信したりすることで、地域と共に児童生

徒の健全育成に努めることができた。 
○講演会を通して、昨今の課題であるネッ

トモラルの問題について考え、人権感覚

を磨くことができた。 
 
≪課題≫ 
●ひびきあいの日を活用し、さらに地域住

民と一体になった活動の一層の充実を図

る。 
 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２９年度の目標 担当課 
平成２９年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進 

■主要施策２１ 

あらゆる場、あら

ゆる機会での人

権教育の推進 

 
○学習機会を充

実させ、人権学

習を推進しま

す。 

（１）社会人権教育推進事業 

・山県市社会人権教育推進協議会を

開催し、今日的課題に対応した人

権教育の充実に努めます。 
・公民館等の各種学級や講座、各種

団体と連携した映画会、家庭教育

学級での人権学習会、人権教育資

料の作成等の学習機会を拡大しま

す。 
・隣保館で講座を実施し、地域住民

と周辺地域住民の交流促進を図

り、人権同和教育を進めていきま

す。 
 

生涯 
学習課 

・市民を対象に、ハンセン

病をテーマに描かれた

映画「あん」の映画上映

会を開催した。 
 参加者 １８０名 

・ＰＴＡ家庭教育学級講座の

中で人権教育を実施。 
・美里会館で、地域の小学生

を対象にした習字教室を

開催した。 
   参加者 ４２名 
・標語入り啓発物品を作成し

た。 

 

≪成果≫ 
○家庭教育学級、映画上映会などで、人権

問題についての学習機会を提供し、差別

や偏見のない地域社会づくりの大切

さについて、理解を深める機会となっ

た。 
○美里会館での習字教室を実施し、地域住

民と子どもたちの積極的な交流を図るこ

とができた。 
 
≪課題≫ 
●物品の配布以外の有効な啓発方法を工夫

する必要がある。 
●各種団体や企業への働きかけ等、啓発方

法を工夫する必要がある。 
B 
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第３章 点検評価委員会の意見（平成２９年度の評価） 

 

（１）点検評価委員からの意見（要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（２）その他の意見  
・検討の中で出てきたさまざまな意見を、次期振興計画の策定の参考にして欲しい。 

 

 

 

  

主要施策 2（4） 学校コラボレーター事業 

・各校の学校運営協議会との一層の連携を図る必要があると考える。 

主要施策 5（1） 非構造部材の耐震対策事業 

・窓ガラスの飛散防止対策、階段の手すりの状況について詳しく説明を受け、状況が

理解できた。 

主要施策 7（1） 冷暖房設備整備事業 

・普通教室以外についても１００％を目指すとよいと考える。 

主要施策 7（2） トイレ美化推進事業 

・トイレの洋式化は早急に進める必要があると考える。 

主要施策 11（1） あんしんネットによる登下校等安全対策事業 

・実際の災害時にあんしんネットが、どのように機能するかについて具体的に説明を

受け、今後の検討課題についても理解できた。 

主要施策 16（1） 文化の里花咲きホール活用推進事業 

・アウトリーチ事業の場を公民館などの施設にも拡大してはどうかと考える。 

主要施策 16（2） 古田紹欽記念館活用推進事業 

・アウトリーチ事業をすることで、記念館活用のＰＲになるのではないかと考える。 
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○山県市教育委員会点検評価実施要綱  

平成 21 年 2 月 27 日  

教育委員会告示第 7 号  

(目的 ) 

第 1 条 この要綱は、山県市教育委員会 (以下「教育委員会」という。 )が、その権

限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うことで、山県

市教育行政の推進体制を一層充実させ、教育水準の向上を図り、もって市民の期

待に応えるために必要な事項を定めることを目的とする。  

(点検評価の実施及び体制 ) 

第 2 条 教育委員会は、前年度の教育委員会の取組みについて、点検評価を行う。 

2 教育委員会は、前項の点検評価を適正なものとするため、外部の学識経験者によ

って構成する山県市教育委員会評価委員会 (以下「評価委員会」という。)の意見を

聴かなければならない。  

(評価事項 ) 

第 3 条 教育委員会は、前年度の取組みについて、次の各号に掲げる内容の点検評

価を実施する。  

(1) 教育委員会の活動状況 教育委員会会議の実施状況 調査活動の状況等  

(2) 事務事業の執行状況 山県市教育振興基本計画に掲げる主要施策の施行状

況及びその成果  

(3) 前年度の点検評価結果への対応状況 前年度の点検評価結果において次項

による達成度の評価が C 又は D とされた事務事業に対する対応の状況  

2 前項の点検評価においては、次の 4 区分により達成度の評価を行う。  

A 順調に達成しているもの  

B おおむね順調に達成しているもの  

C 達成見込みであるが課題があるもの  

D 順調でないもの  
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(点検評価の手順 ) 

第 4 条 点検評価を実施するに当たっては、事務局各課がその所管する事務事業等

について第一次評価を行う。  

2 教育委員会は、第一次評価の結果を基に、第 2 条第 2 項に規定する評価委員会

の意見を聴いたうえで、教育委員会会議において最終評価を行う。  

3 教育委員会は、前項の評価結果を報告書にまとめ、議会に提出する。  

4 教育委員会は、前項の報告書を教育委員会のホームページに掲載するほか、広報

等を利用し市民に公表する。  

(庶務 ) 

第 5 条 点検評価の庶務は、教育委員会事務局において処理する。  

(補則 ) 

第 6 条 この要綱に定めるもののほか、この要綱を実施するために必要な事項は、

教育委員会が別に定める。  

附 則  

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。  
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○山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱  

平成 21 年 2 月 27 日  

教育委員会告示第 8 号  

改正 平成 28 年 6 月 28 日  

教育委員会告示第 7 号  

(設置 ) 

第 1 条 山県市教育委員会 (以下「教育委員会」という。 )が、その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うに当たり、透明性及び客観

性を確保するため、山県市教育委員会点検評価委員会 (以下「評価委員会」という。)

を設置する。  

(所掌事務 ) 

第 2 条 評価委員会は、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて、外部の視点から評価を行い、教育委員会に評価結果を報告する。  

2 山県市教育委員会点検評価実施要綱第 3 条第 1 項各号に定める点検評価は、そ

れぞれ様式第 1 号～第 3 号により行う。  

(組織 ) 

第 3 条 評価委員会は、委員 10 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げるもののうちから教育委員会が委嘱する。  

(1) 教育学その他教育行政に関する専門知識を有する者  

(2) 学校関係者  

(3) 保護者  

(4) 民間における企業体、団体等の関係者  

(5) その他教育長が適当と認める者  

(任期 ) 

第 4 条 委員の任期は 2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。  

2 委員は、再任されることができる。  
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(委員長 ) 

第 5 条 評価委員会に委員長を置く。  

2 委員長は、委員の互選により定める。  

3 委員長は、会務を総理し、評価委員会を代表する。  

4 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を代理

する。  

(会議 ) 

第 6 条 評価委員会は、委員長が招集し、その会議の議長を務める。  

2 評価委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。  

3 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、意見を聴取し、

又は必要な資料等の提出を求めることができる。  

(庶務 ) 

第 7 条 評価委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。  

(補則 ) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が評価委員会に諮って定める。  

附 則  

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。  
   附 則（平成 28 年 6 月 28 日教委告示第 7 号）  

 この要綱は、公布の日から施行する。  
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山県市教育委員会点検評価委員 

 

    （敬称略） 

       委 員 長  岩 田 惠 司 岐阜大学名誉教授 

       副委員長  田 上    隆 市自治会連合会会長 

       委  員  古 川 雅 一 市議会厚生文教委員会委員長 

       委  員  伊 藤    崇 県立山県高等学校学校長 

       委  員  河 野    隆 はなぞの北幼稚園園長 

       委  員  西 村 覺 良 市社会教育委員代表  

       委  員  早矢仕   煇 市体育協会会長 

       委  員  杉山 多美子 市小中学校長会会長 （伊自良南小学校） 

       委  員  早 川 光 嘉 市ＰＴＡ連合会代表 （伊自良南小学校） 

       委  員  上 野 里 美 市保育園長代表 （高富保育園） 

 

 

 


	点検　表紙
	1/2
	2/2

	Ｈ29年度点検評価結果報告書(最終）823
	1/60
	2/60
	3/60
	4/60
	5/60
	6/60
	7/60
	8/60
	9/60
	10/60
	11/60
	12/60
	13/60
	14/60
	15/60
	16/60
	17/60
	18/60
	19/60
	20/60
	21/60
	22/60
	23/60
	24/60
	25/60
	26/60
	27/60
	28/60
	29/60
	30/60
	31/60
	32/60
	33/60
	34/60
	35/60
	36/60
	37/60
	38/60
	39/60
	40/60
	41/60
	42/60
	43/60
	44/60
	45/60
	46/60
	47/60
	48/60
	49/60
	50/60
	51/60
	52/60
	53/60
	54/60
	55/60
	56/60
	57/60
	58/60
	59/60
	60/60


